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今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で

今月のプレゼント 10名様
●新名称でスタート… ……………… 来月からJAみやざき延岡地区本部に…… 3Ｐ
●新組織への抱負語る… …………… 楠田富雄組合長……………… 3Ｐ
●新組織で心機一転… ……………… 令和6年度人事異動… ……… 4Ｐ
●明るく元気に、前向きに…………… 女性部通常総会……………… 5Ｐ
●スイートピー収穫最盛… ………… 北川町の小野さん親子……… 7Ｐ
●旭化成陸上競技部に「空飛ぶ新玉ネギ」贈る…… 玉ネギ部会…………………… 8Ｐ
●ブリのユズ七味焼きなど… ……… シェフ永井のおすすめ……… 22Ｐ

らっきょう酢

塩漬けなしで簡単にらっきょう漬けができます。甘酢として料理
にも使えます。

小野千賀子さん、有紗さん（北川町）
親子でスイートピー収穫

（７面に関連）



日
々
奔
走

意見収集意見収集
活動活動

今年も水稲肥料・農薬の予約申し
込みを実施します。農家の生産コス
ト削減のため平成24年から始め12
年目になります。通常の店頭価格よ
りお求めやすい価格で提供していま
すが、自己引き取りの場合は、さらに
安いことから好評をいただいています。
自己引き取りは４月６日から14日
にかけて行います。場所はグリーンワ
ン、北方・北川・北浦購買店舗、農機
具センター、旧グリーンワン塩浜です。
お申し込みされた方は、今一度、日
程、場所等のご確認をお願いします。
詳細については、予約された店舗へ
お問い合わせください。　　
ＪＡではこれからも農家の皆様の
経営安定のための支援に尽力してま
いります。

〔営農経済部〕

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
～水稲肥料等予約について～甲

斐

龍

理

事

で
厳
し
い
」
と
河
野
さ
ん
。

甲
斐
理
事
は
「
以
前
は
延
岡
市
の
助

成
を
受
け
て
北
浦
町
の
集
荷
場
に
持
ち

込
ま
れ
た
野
菜
等
を
Ｊ
Ａ
が
『
ふ
る
さ

と
市
場
』
に
届
け
て
い
た
時
期
も
あ
っ

た
が
、
特
定
の
人
に
だ
け
し
か
恩
恵
が

な
い
と
の
理
由
で
消
滅
し
た
経
緯
が
あ

る
」
と
説
明
。
そ
の
う
え
で
「
何
か
妙

案
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
み
た
い
」
と
応

じ
ま
し
た
。

甲
斐
龍
し
げ
み

理
事（
71
）は
２
月
29
日
、

地
元
北
浦
町
三
川
内
の
河
野
明
さ
ん

（
49
）を
訪
ね
ま
し
た
。
河
野
さ
ん
は「
道

の
駅
北
浦
」
に
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

家
業
継
承
の
た
め
10
年
ほ
ど
前
に
就

農
。
以
来
、母
・
玉
美
さ
ん（
78
）の
手
ほ

ど
き
を
受
け
な
が
ら
野
菜
作
り
に
専
念
。

今
で
は
妻
の
美
歩
さ
ん（
36
）も
加
わ
り

家
族
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
30
㌃
で
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ゴ
ー

ヤ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
３
品
目
を
メ
イ

ン
に
ダ
イ
コ
ン
な
ど
10
数
種
類
を
栽

培
。
水
稲
も
80
㌃
。
収
穫
し
た
野
菜
は

Ｊ
Ａ
の
ほ
か
北
浦
町
や
北
川
町
の
道
の

駅
に
届
け
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
市
場
に

も
出
品
し
た
い
が
、
地
理
的
に
遠
い
の

ハウスで歓談する甲斐理事（左）と河野さん

臨
時
総
代
会
は
昨
年
10
月
２
日
の
臨

時
総
会
で
承
認
さ
れ
締
結
し
た
合
併
契

約
書
に
つ
い
て
行
政
等
か
ら
「
農
協
法

の
規
定
に
抵
触
す
る
内
容
が
あ
る
旨
」

が
指
摘
さ
れ
た
の
を
受
け
て
開
催
し
ま

し
た
。

併
せ
て
合
併
に
伴
い
行
政
庁
へ
の
廃

止
届
け
出
が
必
要
な
た
め
、
令
和
６
年

３
月
31
日
付
で
廃
止
す
る
規
約
お
よ
び

規
程
に
つ
い
て
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

議
長
は
南
方
支
店
管
内
総
代
の
松
田

成
歳
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
楠
田
富
雄
組
合
長
は

「
経
営
基
盤
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

取
り
組
ん
だ
の
が
今
回
の
合
併
。
５
年

先
、
10
年
先
を
見
据
え
、
組
織
の
威
信

に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
新
組
織
と
な
っ
て
も
農

家
に
寄
り
添
っ
た
Ｊ
Ａ
と
し
て
地
域
農

業
の
振
興
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と

意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

店休日のお知らせ

　決算棚卸のためグ
リーンワンは、3月31日
（日）を店休日とさせて
いただきます。

店舗課

Ｊ
Ａ
は
３
月
６
日
、
本
店
大
ホ
ー

ル
で
令
和
６
年
度
臨
時
総
代
会
を

開
き
ま
し
た
。
総
代
５
４
９
人
中

５
１
８
人
が
出
席
（
本
人
出
席
41

人
、
書
面
議
決
４
７
７
人
）
し
ま

し
た
。「
合
併
契
約
の
変
更
承
認
」「
規

約
お
よ
び
各
規
程
の
廃
止
」
の
２

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
へ
向
け
て
意
欲
を
見
せ
る
楠
田
組
合
長

合
併
契
約

合
併
契
約
のの
変
更
変
更
な
ど
な
ど
承
認
承
認

臨
時
総
代
会
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県域合併へ向け意欲を見せる楠田組合長

JAみやざき延岡地区本部となるJA延岡本店

小冊子「JAみやざき」

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
に

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
に

県
内
13
Ｊ
Ａ
を
合
併
、
統
合
し
た

「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
」（
愛
称
‥

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
）が
４
月
１
日
に
発
足
し
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
は
34
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
、「
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
延
岡
地
区
本
部
」（
愛
称
‥
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡

地
区
本
部
）と
な
り
、
新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
新
組
織
と
な
っ

て
も
Ｊ
Ａ
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
相
互
扶
助
」
を
実
践
し
、
組
合
員
、
利
用
者
に

寄
り
添
っ
た
運
営
に
徹
し
て
い
く
決
意
を
役
職
員
一
同
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
延
岡
、34
年
の
歴
史
に
幕

今
後
１
年
以
内
に
中
央
会
、
信
連
、

経
済
連
を
統
合
。
３
連
合
会
を
統
合
し

た
県
域
Ｊ
Ａ
は
全
国
初
。
３
年
後
に
複

数
の
地
区
本
部
を
広
域
本
部
と
し
て

再
編
す
る
計
画
で
す
。
エ
ー
コ
ー
プ
み

や
ざ
き
、プ
リ
エ
ー
ル
な
ど
Ｊ
Ａ
と
連

合
会
の
子
会
社（
41
社
）は
、Ｊ
Ａ
み
や

ざ
き
の
子
会
社
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
職
員
数
約
５
６
０
０
人（
う
ち

正
職
員
約
３
１
０
０
人
）と
な
り
、総

資
産
残
高
は
約
１
兆
２
０
０
０
億
円
。

組
合
員
数
は
約
15
万
人（
正
組
合
員
約

４
万
９
０
０
０
人
）。
農
畜
産
物
の
販

売
取
扱
高
は
単
独
Ｊ
Ａ
で
は
全
国
ト
ッ

プ
に
な
り
ま
す
。

県
域
Ｊ
Ａ
構
想
は
、
就
農
人
口
の
減

少
、
耕
作
放
棄
地
の
急
増
な
ど
農
業
情

勢
の
悪
化
や
正
組
合
員
の
減
少
な
ど
Ｊ

Ａ
の
組
織
・
経
営
変
化
を
受
け
て
平
成

29
年
か
ら
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
即
応
で
き
る
組
織
を

整
え
、
農
業
振
興
、
営
農
支
援
機
能
の

充
実
・
強
化
を
図
る
の
が
狙
い
で
す
。

合
併
に
伴
う
取
引
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
は
、
今
月
発
行
の
Ｊ
Ａ
延
岡
広
報

誌
と
一
緒
に
配
布
さ
れ
る
小
冊
子
「
Ｊ

Ａ
み
や
ざ
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
各

支
店
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
4
月
か
ら
の
県
域
Ｊ
Ａ

合
併
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

昭
和
22
年
に
農
協
法
が
施
行
さ

れ
、
当
時
延
岡
管
内
に
は
14
の
農
協

が
発
足
し
ま
し
た
。
以
降
、
合
併
を

繰
り
返
し
な
が
ら
平
成
2
年
の
旧
延

岡
市
農
協
と
旧
延
岡
農
協
の
対
等

合
併
を
経

て
、
現
在

の
延
岡
農
業
協
同
組
合
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
「
農
業
協

同
組
合
」
の
礎
を
築
き
上
げ
て
く
だ

さ
っ
た
先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と

数
々
の
功
績
に
対
し
深
く
敬
意
を
表

し
ま
す
。

今
日
ま
で
農
産
物
輸
入
自
由
化
や

口
蹄
疫
等
家
畜
伝
染
病
の
流
行
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
な
局
面
を
迎
え

な
が
ら
も
、
組
合
員
の
皆
様
と
共
に

乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
加
速
す
る
環
境

変
化
の
中
に
お
い
て
、
単
独
Ｊ
Ａ
で

の
対
応
で
は
限
界
に
き
て
お
り
、
こ

の
難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
県
内

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
英
知
を
結
集
し
た

「
チ
ー
ム
宮
崎
」
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
だ
と
し
て
県
下
全
13
Ｊ
Ａ
と
連

合
会
が
ひ
と
つ
に
な
る
「
宮
崎
県
農

業
協
同
組
合
」
が
誕
生
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

将
来
を
見
据

え
た
食
料
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
も

「
農
産
物
の
国
産
化
」
は
重
要
課
題

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
「
産
地
と

し
て
の
持
続
的
な
農
業
振
興
」と「
組

合
員
の
安
定
的
な
営
農
活
動
」
を
実

現
し
、
豊
か
な
未
来
を
後
世
へ
繋
い

で
い
く
事
が
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

延
岡
農
業
協
同
組
合
の
看
板
は
下

ろ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
組
合
員
の
皆
様
と
の
「
対
話
」

を
通
じ
た
地
域
密
着
の
事
業
運
営
・

活
動
を
展
開
し
、
持
続
可
能
な
農
業

と
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

県
域
合
併
に
寄
せ
て

地
域
密
着
の
事
業
運
営
を

楠
田
富
雄

代
表
理
事

組

合

長

４
月
４
月

か
ら
か
ら
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営農経済部
営農振興課長

恒𠮷輝彦

北方支店長

河野圭介

営農経済部
店舗課長

吉本幸平

東延岡支店長
兼岡富支店長

窪田智恵子

北浦支店長

芝﨑寛樹

営農経済
部長

長野克弘

金融共済部
融資課長

森岡幸紀

北川支店長

芝村富士美

Ｊ
Ａ
延
岡
は
３
月
１
日
付
で
令

和
６
年
度
定
期
人
事
異
動
を
発
令

し
ま
し
た
。
対
象
者
は
69
人
。
う

ち
昇
格
者
は
９
人
で
し
た
。

69
人
動
く
、昇
格
９
人

課
長
職
以
上
、
支
店
長
の
異
動
は
次

の
通
り
。

◇　
　
　

◇

営
農
経
済
部
長
（
営
農
経
済
部
次

長
）
長
野
克
弘
▽
営
農
経
済
部
店
舗
課

長
兼
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
店
長
（
営
農
経
済

部
店
舗
課
長
補
佐
兼
グ
リ
ー
ン
ワ
ン
店

長
）
吉
本
幸
平
▽
営
農
経
済
部
営
農
振

興
課
長
（
北
浦
支
店
長
）
恒
𠮷
輝
彦
▽

金
融
共
済
部
融
資
課
長
（
北
川
支
店

長
）
森
岡
幸
紀

東
延
岡
支
店
長
兼
岡
富
支
店
長
（
北

方
支
店
長
）
窪
田
智
恵
子
▽
北
方
支
店

長
（
北
方
支
店
副
支
店
長
）
河
野
圭
介

▽
北
川
支
店
長
（
東
延
岡
支
店
長
兼
岡

富
支
店
長
）
芝
村
富
士
美
▽
北
浦
支
店

長
（
北
浦
支
店
副
支
店
長
）
芝
﨑
寛
樹

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
。敬
称
略
）

初
日
の
会
場
と
な
っ
た
北
方
町
総
合

支
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
生

産
者
43
人
と
関
係
者
10
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
楠
田
富
雄
組
合
長

は
「
資
材
、
燃
油
等
の
高
騰
で
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
る
農
家
の
た
め
に

９
０
０
０
万
円
超
の
支
援
を
実
施
し

た
。
今
後
も
情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
対

処
し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
上
で
４
月

１
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
宮
崎
県
農
業
協

同
組
合
に
つ
い
て
「
職
員
数
５
６
１
０

人
、
組
合
員
数
（
准
組
合
員
含
む
）

14
万
９
７
５
０
人
の
大
組
織
に
な
る

が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
組
合
員
に
寄
り

添
っ
て
運
営
に
徹
し
て
い
く
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

座
談
会
で
各
担
当
者
は
「
で
き
る
だ

け
土
を
深
く
（
目
標
15
㌢
）
起
こ
す
こ

と
」
や
「
品
質
向
上
の
た
め
中
干
し
を

徹
底
す
る
こ
と
」
を
強
調
。
発
芽
、
播

種
、
出
芽
期
、
緑
化
期
、
硬
化
期
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
で
の
注
意
点
や
鳥
獣

害
・
農
作
業
事
故
対
策
、
経
営
所
得
安

定
対
策
さ
ら
に
水
稲
共
済
・
収
入
保
険

な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

無
人
ヘ
リ
防
除
を
迅
速
か
つ
確
実
に

進
め
る
た
め
、
今
回
初
め
て
運
営
す
る

延
岡
ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
座
談
会
会
場

で
「
利
用
者
が
注
意
す
べ
き
点
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
北
方
会
場
で
は

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
松
田
成
歳
さ
ん
が

「
圃
場
ご
と
に
正
し
い
立
札
を
立
て
る

こ
と
」「
申
込
書
に
は
正
し
い
面
積
を

記
入
す
る
こ
と
」
な
ど
留
意
事
項
を
述

べ
、
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

水
稲
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
Ｊ
Ａ
は

２
月
15
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
Ｊ

Ａ
本
店
な
ど
９
会
場
で
12
回
に
わ

た
っ
て
令
和
６
年
度
営
農
座
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
約

３
０
０
人
の
生
産
者
が
出
席
し
、

Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
東
臼
杵
北
部
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
延
岡
市
、

Ｎ
О
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
崎
の
担
当
者
の
話

に
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

楠田組合長のあいさつに聴き入る
生産者（北方町）

令

和

６
年
度

定
期
人
事
異
動

営農座談会営農座談会
４年ぶりの開催
９会場で３００人９会場で３００人
無人ヘリ防除の
ルール守って
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受託料金値上げ受託料金値上げ

「値上げは苦渋の決断」と甲斐会長

藤
島
惠
子
部
長
は
「
昨
年
度
は
全
支

部
が
結
集
し
て
『
家
の
光
大
会
』
な
ど

開
催
し
、
活
気
あ
る
１
年
で
し
た
。
４

月
か
ら
県
下
の
Ｊ
Ａ
が
ひ
と
つ
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
女
性
部
活

動
を
通
し
て
地
域
農
業
の
振
興
、
活
性

化
に
貢
献
し
ま
し
ょ
う
」
と
部
員
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

楠
田
富
雄
組
合
長
は
、
季
節
館
閉
店

や
県
域
Ｊ
Ａ
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
理

解
を
求
め
た
上
で
「
女
性
部
の
充
実
無

く
し
て
地
域
の
活
性
化
、
Ｊ
Ａ
の
発
展

は
な
い
」
と
さ
ら
な
る
連
携
、
協
調
を

訴
え
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
読
谷
山
洋
司
市
長

は
「
高
齢
化
、
人
手
不
足
、
物
価
高
騰

な
ど
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る
が
、

延
岡
市
の
実
情
に
合
っ
た
農
業
振
興

策
、
農
業
に
希
望
が
持
て
る
政
策
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
力
説
。
東
臼
杵
農

林
振
興
局
地
域
農
業
支
援
課
の
松
葉
久

美
課
長
は
「
県
も
女
性
の
活
躍
の
場
を

広
げ
る
た
め
の
研
修
会
な
ど
を
開
設
し

て
い
ま
す
」
と
女
性
農
業
者
に
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

優
良
支
部
に
は
土
々
呂
支
部
と
岡
富

支
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
土
々
呂
支
部

は
食
農
教
育
、
岡
富
支
部
は
部
員
増
強

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

新
規
事
業
の
女
性
大
学
は
一
般
を
対

象
に
年
５
回
程
度
開
設
し
ま
す
。
料

理
、
防
災
な
ど
幅
広
い
分
野
の
学
習
を

計
画
し
て
お
り
、
部
員
の
加
入
促
進
が

狙
い
。
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
オ
ル
グ

員
の
名
称
変
更
。
次
世
代
を
担
う
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
育
成
や
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
の
充
実
な
ど
も
掲
げ
ま
し
た
。

「明るく元気に、前向きに」と励ます藤島部長

記
念
講
話
で
は
、
宮
崎
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
延
岡
支
所
消
費
生
活
啓
発
相

談
員
の
松
本
哲
也
さ
ん
が
「
く
ら
し
の

中
の
契
約
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
や
「
還
付
金
詐
欺
」
な
ど
の
特
殊

詐
欺
、
さ
ら
に
悪
質
商
法
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
を

紹
介
し
た
上
で
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

「
不
審
と
思
っ
た
ら
自
分
で
判
断
せ
ず
、

誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
。
相
手
が
い
な

い
場
合
は
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

を
訪
ね
て
」。
悪
徳
商
法
は
「
契
約
は

口
約
束
で
成
立
す
る
の
で
ハ
ッ
キ
リ
断

る
こ
と
」な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

「自分ひとりで
判断しないで」
と説く松本相談員

営
農
集
団
等
合
同
会
議

令
和
６
年
度
営
農
集
団
等
理
事
長
・

籾
す
り
業
組
合
組
合
長
合
同
会
議
は
２

月
27
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま

し
た
。
慎
重
審
議
の
上
、
長
期
化
す
る

生
産
資
材
、
燃
油
等
の
高
騰
を
受
け
て

農
作
業
受
託
料
金
の
値
上
げ
を
決
め
ま

し
た
。（
13
面
に
基
本
料
金
一
覧
表
）

具
体
的
に
は
刈
り
取
り
の
場
合
、

完
全
倒
伏
、
冠
水
田
、
超
湿
田
は

２
万
９
１
０
０
円
を
３
万
円
と
し
ま

す
。
延
岡
市
営
農
集
団
育
成
協
議
会
の

甲
斐
壽
德
会
長
は
「
米
価
が
上
が
ら
な

い
の
で
生
産
者
の
気
持
ち
は
分
か
る

が
、
経
費
も
上
昇
し
て
い
る
の
で
理
解

し
て
ほ
し
い
。
す
べ
て
で
は
な
く
燃
油

消
費
の
多
い
作
業
だ
け
を
見
直
す
。
苦

渋
の
選
択
だ
」
と
し
ま
し
た
。

経
費
上
昇
だ
け
で
な
く
、
背
景
に
は

近
年
相
次
ぐ
台
風
な
ど
に
よ
る
自
然
災

害
の
急
増
も
あ
り
、
受
託
料
金
値
上
げ

は
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
大
学

Ｊ
Ａ
女
性
大
学
をを
開
設
開
設

女
性
部

通
常
総
会

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
２
月
26
日
、
本
店

大
ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度（
第
34
回
）

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
11
支
部

の
役
員
、
関
係
者
約
１
３
０
人
が
出

席
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
移

行
を
受
け
て
昨
年
度
は
４
年
ぶ
り
に

「
家
の
光
大
会
・
演
芸
大
会
」
や
「
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
」
な
ど
大
型
催
事
を
再

開
し
、
組
織
の
結
集
力
を
組
織
内
外

に
発
信
。
今
年
度
は
加
え
て
「
Ｊ
Ａ

女
性
大
学
」
の
開
設
や
「
Ｊ
Ａ
女
性
部

専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
制
度
の
設
置

な
ど
、
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

記念講話

う
ま
い
話

う
ま
い
話
にに
ご
用
心

ご
用
心

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

松
本
相
談
員
が
注
意
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理

事

会

だ

よ

り

令
和
６
年
度
第
２
回
理
事
会
は
２

月
26
日
、
本
店
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

ま
し
た
。
３
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
報
告
は

28
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
延
岡
地
区
本
部
運
営
委
員
会
要
領

の
制
定

	▽
令
和
６
年
度
（
２
月
～
３
月
）
理

事
報
酬
の
配
分

	▽
組
合
員
脱
退
に
伴
う
出
資
金
の
仮

払
い

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
令
和
５
年
度　

内
部
監
査
年
間
業

務
活
動
報
告

	▽
令
和
５
年
度　

内
部
監
査
品
質
評

価
結
果

	▽
令
和
５
年
度　

期
末
Ⅱ
監
査　

監

査
日
程

	▽
令
和
６
年
度　

３
月
末
棚
卸
内
部

監
査
計
画
日
程

	▽
令
和
５
年
度　

第
４
・
四
半
期　

苦
情
等
報
告

	▽
令
和
５
年
度　

第
４
・
四
半
期　

反
社
会
的
勢
力
等
へ
の
対
応
に
関

す
る
報
告

	▽
令
和
５
年
度　

第
４
・
四
半
期　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
等
へ

の
対
応
に
関
す
る
報
告

	▽
令
和
５
年
度　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
取
り
組
み
結
果
報
告

	▽
令
和
５
年
度　

連
続
職
場
離
脱
結

果
報
告

	▽
県
域
J
A
設
立
に
向
け
た
臨
時

総
代
会
の
開
催

	▽
総
代
選
挙
手
続
き
の
流
れ

	▽
組
合
員
異
動
状
況

	▽
令
和
５
年
度　

株
式
会
社
エ
ー

コ
ー
プ
み
や
ざ
き
に
対
す
る
施
設

使
用
料
の
請
求

	▽
令
和
５
年
度　
「
冬
の
定
期
貯
金

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
績

	▽
移
動
金
融
店
舗
「
そ
ら
た
ま
号
」

運
行
実
績

	▽
貯
金
・
貸
出
金
実
績

	▽
大
口
貸
出
先
（
貸
出
残
高
１
億
円

以
上
）
の
経
営
状
況

	▽
令
和
６
年
度　

一
般
職
員
共
済
事

業
普
及
目
標

	▽
長
期
共
済
実
績

	▽
令
和
６
年
度　

J
A
延
岡
あ
ぐ
り

ス
ク
ー
ル

	▽
水
稲
苗
価
格
改
定
の
お
知
ら
せ

	▽「
J
A
延
岡
2
0
2
4
農
機
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
の
開
催

	▽
令
和
５
年
度　

J
A
延
岡
増
頭
・

更
新
奨
励
事
業
（
令
和
６
年
１
月

末
実
績
）

	▽
令
和
６
年
度　

購
買
事
業
総
合
推

進
目
標

	▽
令
和
６
年
水
稲
肥
料
・
農
薬
予
約

申
込

	▽
日
向
夏
＆
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ジ
ュ
ー
ス

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

	▽
経
済
ポ
イ
ン
ト
実
績

	▽
斎
場
別
葬
儀
取
扱
件
数

出
品
者
に
助
成
金

和
牛
枝
肉
共
励
会

Ｊ
Ａ
延
岡
代
表
と
し
て
、Ｊ
Ａ
宮
崎
経

済
連
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
に
出
場
す

る
代
表
牛
の
出
発
式
は
２
月
15
日
、櫛
津

町
の
延
岡
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
品
者
は
北
浦
町
の
星
川
嘉
宏
さ

ん
、
小
野
町
の
甲
佐
真
一
さ
ん
、
Ｊ
Ａ

肥
育
セ
ン
タ
ー
。
代
表
３
人
に
Ｊ
Ａ
畜

産
振
興
課
の
足
立
竜
一
課
長
か
ら
出
品

助
成
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

共
励
会
は
２
月
20
日
、
都
農
町
の
ミ

ヤ
チ
ク
都
農
工
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
わ
ぎ
ゅ
う
女
性
部
「
べ
こ
ち
ゃ

ん
乙
女
会
」
は
３
月
５
日
、
Ｊ
Ａ
本
店

大
ホ
ー
ル
で
令
和
５
年
度
（
第
10
回
）

通
常
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
34
人
が

出
席
。
今
年
度
も
関
係
機
関
と
一
体
と

な
っ
て
「
儲
か
る
畜
産
経
営
」
の
実
現

等
に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
確
認
し
ま
し
た
。

井
本
み
つ
よ
部
長
は
「
部
員
の
皆
さ

ん
や
関
係
者
の
ご
支
援
で
節
目
の
10
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
昨
年
は

宮
日
農
業
技
術
賞
、
Ｊ
Ａ
の
優
良
組
合

員
表
彰
、
東
臼
杵
郡
市
畜
連
の
功
労
者

表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
１

年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
畜
産
の

振
興
に
貢
献
し
た
い
」
と
さ
ら
な
る
飛

躍
を
誓
い
ま
し
た
。

楠
田
富
雄
組
合
長
は
「
地
域
の
活
性

化
、
畜
産
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
な
ど
と
乙

女
会
を
称
え
ま
し
た
。
畜
産
振
興
課
の

谷
名
清
隆
課
長
補
佐
を
講
師
に
迎
え

「
血
統
の
研
修
会
」
も
あ
り
ま
し
た
。出発式に参加した出品者と関係者 あいさつする井本部長

節
目
の

節
目
の
1010
年
迎
え
る

年
迎
え
る

べ
こ
ち
ゃ
ん
乙
女
会
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